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Ｊ
Ｒ
よ
り
出
て
い
る
）

意
思
統
一
、 

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

。 

し
、
残
り
の
金
額
は
オ

ビ
ジ
ョ
ン
に
ま
け
て 

 今
で通
すな
とな
 そ
担を
会費
より
 今
りし

承
知
お
き
下
さ
い
。 
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後所内平総エ応の未い

 

総せ

 

ビう

代議員・新理事・新土木委員・現役員の方はご参加を！ 
現役員の方は準備の都合で午後５時に集合して下さい。 
年の町内会総会は役員改選が行われます。この度の町内会長選出は今ま
りとしますが、総会で規約改正を行い、選出方法を変更する予定です。
わち、現在の規約ですと町内会長の選出方法は『４人の代表理事から』
っていますが、『町内会会員より』に改正する予定です。 
れから、ごみを出している町内会未加入者世帯に維持・管理の応分の負
お願いする予定にしています。現在、ごみステーション整備は全て町内
で行っています。この４月よりごみを出している町内会未加入世帯の方
３千円を徴収する予定であり、総会で決定する事としています。 
年は町内会名簿作成の年となっています。総会終了後、調査用紙をお配
ます。ご協力をよろしくお願いいたします。 
てレ合策い帯信はの
発

行

責

任

者 

楠

木

忠

司 

編

集

者 

広

報

部 

３
月
２
９
日
（
土
）
午

７
時
よ
り
町
内
集
会

に
於
い
て
第
４
回
町

会
役
員
会
を
開
催
し
、

成
１
５
年
度
町
内
会

会
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

リ
ア
拡
大
に
伴
う
対

、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

改
修
・
整
備
、
町
内
会

加
入
者
対
策
等
に
つ

て
協
議
し
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
役
員
会
は

会
資
料
の
読
み
合
わ

が
主
な
も
の
で
し
た
。

ま
ず
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

の
エ
リ
ア
拡
大
に
伴

対
応
で
は
、
順
序
と
し

第
１
に
花
尻
地
区
テ

ビ
共
同
受
信
施
設
組

（
新
幹
線
電
波
障
害
対

と
し
て
組
織
さ
れ
て

る
組
合
、
現
在
９
５
世

が
加
入
し
て
お
り
、
受

施
設
の
維
持
・
管
理
費

もい

 

て去金あオ費う

 

在同帯し工力あテとル（無ま（チがン（（門

 

次
の
手
順
は
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
で
す
。
全
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
（
オ
ニ
ジ
ジ
ョ

ン
）
に
加
入
し
た
場
合
、

既
に
引
か
れ
て
い
る
ケ

ー
ブ
ル
か
ら
家
庭
へ
の

引

き

込

み

工

事

と

維

持
・
管
理
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
一

世
帯
約
１
８
万
円
が
必

要
と
言
っ
て
い
ま
す
。
合

計
で
約
一
，
七
〇
〇
万
円

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
工
事
費
と
維
持
・
管

理
費
を
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し

て
い
ま
す
が
、
全
額
ま
で

は
無
理
の
状
況
（
約
一
，

〇
〇
〇
万
円
は
可
能
性

り
）
で
す
。
次
は
オ
ニ

ジ
ョ
ン
と
の
協
議
で

。
残
り
七
〇
〇
万
円
の

、
３
０
年
に
わ
た
っ
て

め
て
い
る
維
持
・
管
理

約
四
〇
〇
万
円
を
拠

平
成
１
５
年
度
町
内
会
総
会
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

エ
リ
ア
拡
大
に
伴
う
対
応
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

改
修
、
町
内
会
未
加
入
者
対
策
等
を
協
議 
見

 

てはる世まいす
有ビす内貯費出ニ
ら
う
よ
う
交
渉
し
て

ま
す
。 

更
に
現
在
の
敷
設
し

い
る
柱
や
配
線
の
撤

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

額
が
ま
だ
定
か
で
は

り
ま
せ
ん
が
、
Ｊ
Ｒ
か

ニ
ビ
ジ
ョ
ン
に
撤
去

は
出
し
て
も
ら
う
よ

交
渉
し
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現

、
花
尻
地
区
テ
レ
ビ
共

受
信
施
設
組
合
の
世

に
つ
い
て
は
追
加
な

で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
が
出
来
る
よ
う
努

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

り
ま
す
。 

ケ
ー
ブ
ル

レ
ビ
が
敷
設
さ
れ
る

現
在
の
７
チ
ャ
ン
ネ

の
他
４
チ
ャ
ン
ネ
ル

お
茶
の
間
テ
レ
ビ
）
が

料
で
見
ら
れ
ま
す
。

た
、
月
２
，
５
０
０
円

組
合
員
の
み
）
で
２
４

ャ
ン
ネ
ル
見
る
こ
と

出
来
ま
す
。
他
に
も
イ

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続

有
料
）
や
衛
星
放
送

有
料
）
な
ど
多
く
の
専

的
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

更
に
、
組
合
に
入
ら
れ

い
な
い
町
内
会
員
に

工
事
費
を
半
額
に
す

よ
う
要
請
し
て
お
り
、

帯
数
に
限
り
が
あ
り

す
が
、
受
付
を
行
っ
て

おの込

 

限

 

頃がか

 

ビ員旬

 

の公シ行もす

 

（にョが大にう

 

世ョい
ー費をる

 

対ご

早
め
に
各
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
理
事
ま
で
申
し

み
下
さ
い
。 

但
し
、
町
内
会
会
員
に

り
ま
す
。 

順
調
に
い
け
ば
５
月

に
は
引
き
込
み
工
事

出
来
る
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
花
尻
地
区
テ
レ

共
同
受
信
施
設
組
合

の
総
会
は
４
月
中
・
下

に
行
う
予
定
で
す
。 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

改
修
・
整
備
は
あ
か
ね

園
の
東
側
の
ス
テ
ー

ョ
ン
の
拡
張
整
備
を

う
予
定
で
、
現
在
見
積

り
を
依
頼
し
て
い
ま

。 ま
た
、
同
じ
あ
か
ね
町

キ
シ
モ
ト
電
器
西
側
）

あ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ

ン
、
こ
こ
は
周
辺
に
水

溜
ま
り
、
雨
降
り
に
は

変
で
す
。
舗
装
と
場
合

よ
っ
て
は
改
修
を
行

予
定
で
す
。 

ま
た
、
町
内
会
未
加
入

帯
で
ご
み
ス
テ
ー
シ

ン
に
ご
み
を
出
し
て

る
世
帯
は
ご
み
ス
テ

シ
ョ
ン
の
維
持
・
管
理

と
し
て
年
間
３
千
円

聴
取
す
る
こ
と
と
な

予
定
で
す
。 

未
加
入
者
の
世
帯
が

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
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会予そて

 

月１つラ５２掃康町２日月大また  
え日し

 

ジ編行テを

【
は
じ
め
に
】 

昨
年
４
月
に
町
内
会
総

を
行
い
、
事
業
計
画
・

算
を
決
定
し
、
そ
れ
に

っ
て
各
事
業
を
行
っ

き
ま
し
た
。 

主
な
事
業
と
し
て
、
７

２
７
日
の
夏
ま
つ
り
、

０
月
１
２
日
の
秋
ま

り
、
５
月
１
９
日
の
グ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

月
１
６
日
と
１
０
月

７
日
の
町
内
一
斉
清

、
１
１
月
１
６
日
の
健

教
室
、
９
月
１
５
日
の

内
会
主
催
敬
老
会
、
１

月
２
８
日
か
ら
３
０

ま
で
の
年
末
夜
警
、
１

１
３
日
の
囲
碁
・
将
棋

会
等
々
あ
り
ま
す
。

た
、
今
ま
で
懸
案
だ
っ

お
宮
拝
殿
の
建
て
替

を
行
い
、
１
０
月
１
２

に
落
成
式
を
行
い
ま

た
。 

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

の
更
新
・
書
き
込
み
も

集
員
の
方
を
中
心
に

っ
て
お
り
、
地
図
コ
ン

ス
ト
で
は
最
優
秀
賞

獲
得
し
て
い
ま
す
。 

 
リとし幹合へ帯希の応

 

告

  

率そたトで

平
成
平
成
１
５
年
度
町
内

れ
る
平
成
１
４
年
度
の
事

す
の
で
ご
参
照
下
さ
い

ま
な
お
、
平
成
平
成
１
５

５
月
１
日
号
で
ご
報
告
い

 
主成応現

  
 

 

らて

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
エ

ア
拡
大
に
伴
い
、
町
内
会

し
て
も
積
極
的
に
対
応

て
い
く
。
具
体
的
に
は
新

線
の
共
聴
ア
ン
テ
ナ
組

の
一
括
オ
ニ
ビ
ジ
ョ
ン

の
加
入
。
町
内
会
加
入
世

で
オ
ニ
ビ
ジ
ョ
ン
加
入

望
者
に
対
し
て
は
格
安

工
事
費
と
す
る
等
の
対

を
し
て
い
き
ま
す
。 

以
下
、
項
目
別
に
事
業
報

を
行
い
ま
す
。 

【
町
内
会
加
入
促
進
】 

こ
こ
数
年
、
町
内
会
加
入

が
低
下
し
て
い
ま
す
。

の
理
由
は
、
役
員
に
な
り

く
な
い
。
加
入
の
メ
リ
ッ

が
な
い
。
永
住
す
る
わ
け

は
な
い
、
と
い
っ
た
事
が

な
理
由
で
あ
り
ま
す
。
平

１
４
年
度
は
十
分
な
対

が
出
来
て
い
な
い
の
が

状
で
あ
り
ま
す
。 

い
環
境
を 

【
住
み
よ

 
 

 

目
指
し
て
】 

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

数
々
の
取
り
組
み
を
し

き
ま
し
た
。 

題発しとも番てけ体は親よ掃

 

カン繕のしのり

  

①

 

事で

。

会
総
会
で
提
案
さ 

業

告
を
掲
載
し 

報
。 年

度
事
業
計

は 

画

た
し
ま
す
。 
進タんつ２の員掃

ソ
フ
ト
面
で
は
ご
み
問

を
中
心
に
つ
い
て
の
啓

活
動
の
実
施
し
て
き
ま

た
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分

は
言
え
ま
せ
ん
。
中
で

、
資
源
化
物
収
集
日
の
当

に
な
っ
て
い
る
人
が
出

こ
な
い
な
ど
、
迷
惑
を
掛

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
具

的
な
取
り
組
み
と
し
て

、
年
２
回
の
一
斉
清
掃
、

和
会
や
育
成
会
の
方
に

る
公
園
や
ト
イ
レ
の
清

等
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

一
方
、
ハ
ー
ド
面
で
は
２

所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

の
改
修
、
掲
示
板
の
修

、
公
園
や
道
路
、
用
水
路

整
備
な
ど
行
っ
て
き
ま

た
。
ま
た
、
あ
か
ね
公
園

ト
イ
レ
も
水
洗
化
と
な

ま
し
た
。 

【
春
・

・
夏
ま
つ
り
】

秋

春
祭
り 

春
祭
り
は
町
内
会
の
行

を
減
ら
す
と
い
う
こ
と

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行

、
お
宮
で
の
行
灯
・
ポ
ス

ー
の
掲
示
は
行
い
ま
せ

で
し
た
。
し
か
し
、
春
ま

り
の
期
日
は
決
め
、
４
月

９
日
（
祝
）
に
は
親
和
会

方
を
始
め
各
団
体
の
役

が
参
加
し
て
お
宮
の
清

を
行
い
ま
し
た
。 

②

 

１一

 

宮ねてどしら出成行

 

事よの途出金ご

 

でし３成出いた
 

ポはれ明

 

人

今
年
の
秋
ま
つ
り
は

０
月
１
２
日
（
日
）
の

日
で
行
い
ま
し
た
。 

秋
ま
つ
り 

午
前
１
０
時
よ
り
お

で
神
事
（
落
成
式
も
兼

る
）
が
行
わ
れ
、
続
い

真
新
し
い
土
俵
で
子

も
相
撲
が
行
わ
れ
ま

た
。
午
前
１
１
時
頃
か

町
民
約
１
０
０
人
が

席
し
、
お
宮
拝
殿
の
落

を
記
念
し
て
式
典
が

わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
で
お
宮
の
行

は
終
わ
り
、
午
後
３
時

り
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

中
多
く
の
方
々
の
お

迎
え
と
と
も
に
奉
納

を
頂
き
、
あ
り
が
と
う

ざ
い
ま
し
た
。 

夜
は
き
き
ょ
う
公
園

映
画
会
を
開
催
し
ま

た
。 

映
画
は
ア
ニ
メ

本
を
上
映
、
ま
た
、
育

会
の
方
に
は
夜
店
を

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し

映
画
会
に
な
り
ま
し

。 ま
た
、
お
宮
に
行
灯
や

ス
タ
ー
が
飾
ら
れ
、
夜

行
灯
に
明
か
り
が
入

ら
れ
、
ポ
ス
タ
ー
は
照

で
照
ら
し
ま
し
た
。 

更
に
、
集
会
所
に
は
婦

部
の
皆
様
の
「
生
花
」

がたせ③

 

わり午き約盛た

 

の合様上は田拶代り来中を度た

 

舞
ま

 

は参ーるらいた

飾
ら
れ
、
集
会
所
に
来

人
達
の
目
を
楽
し
ま

て
い
た
だ

ま
し
た
。

き

夏
ま
つ
り 

夏
ま
つ
り
花
尻
（
花
尻

っ
し
ょ
い
！
夏
ま
つ

）
は
７
月
２
７
日
（
土
）

後
６
時
２
０
分
よ
り

き
ょ
う
公
園
で
町
民

８
０
０
人
が
参
加
し

大
に
開
催
さ
れ
ま
し

。 当
日
は
間
庭
副
会
長

開
会
宣
言
に
始
ま
り
、

わ
せ
て
消
防
団
の
皆

よ
っ
て
花
火
が
打
ち

げ
ら
れ
ま
し
た
。
司
会

普
問
茂
之
さ
ん
と
安

仁
美
さ
ん
の
二
人
、
挨

の
後
、
実
行
委
員
会
を

表
し
て
楠
木
会
長
よ

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

賓
と
し
て
お
忙
し
い

、
多
く
の
方
の
ご
来
場

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
都

、
挨
拶
を
頂
き
ま
し

。 開
会
式
修
了
後
、
早
速

台
で
は
出
し
物
が
始

り
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初

多
く
の
子
ど
も
達
が

加
し
て
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ム
、
数
字
を
読
み
上
げ

た
び
に
あ
ち
ら
こ
ち

か
ら
歓
声
が
起
き
、
大

に
盛
り
上
が
り
ま
し

そのオ

 

手のにま年白をつが櫓婦が方加

 

欠で団お店んにに

 

全最閉す

 

日でた寄所く

し
て
、
同
好
会
の
皆
様

銭
太
鼓
、
手
品
、
カ
ラ

ケ
と
続
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
吉
本
興
業
の
若

漫
才
師
と
お
な
じ
み

住
宅
さ
ん
に
も
特
別

出
演
し
て
い
た
だ
き

し
た
。 

そ
し
て
、
前

人
気
の
良
か
っ
た
『
紅

の
餅
と
お
菓
子
投
げ
』

今
年
も
実
施
し
、
夏
ま

り
は
大
い
に
盛
り
上

り
ま
し
た
。 

ま
た
、

を
囲
ん
で
の
踊
り
は

人
部
の
方
、
子
ど
も
達

中
心
と
な
り
多
く
の

々
も
踊
り
の
輪
に
参

し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
夏
ま
つ
り
に

か
せ
な
い
の
が
、
夜
店

あ
り
ま
す
。
今
回
も
各

体
や
事
業
所
の
方
の

世
話
に
な
り
、
約
２
０

の
夜
店
が
並
び
、
ほ
と

ど
の
店
が
売
り
切
れ

な
る
な
ど
、
夏
ま
つ
り

華
を
添
え
ま
し
た
。 

午
後
１
０
時
頃
に
は

て
の
日
程
が
終
わ
り
、

後
に
林
副
会
長
か
ら

会
の
挨
拶
が
あ
り
ま

。 前
日
の
準
備
か
ら
当

の
運
営
、
後
片
づ
け
ま

携
わ
っ
て
い
た
だ
い

各
団
体
の
皆
さ
ん
、
ご

付
い
た
だ
い
た
事
業

、
商
店
の
皆
様
に
は
厚

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【

 

み町し②し月士にま事やのし室

 

会に７し回ラ戯る踊会のれ

 

手がこ
とした

 

様りはま

健
康
を
守
る
取
り
組

】 
 

福
祉
の
増
進
と 

内
会
主
催
の
事
業
と

て
は
、
①
健
康
教
室
，

敬
老
会
を
開
催
し
ま

た
。
健
康
教
室
は
１
１

１
６
日
（
土
）
、
栄
養

の
今
中
先
生
を
講
師

お
迎
え
し
て
開
催
し

し
た
。
お
年
寄
り
の
食

の
仕
方
の
他
、
腹
話
術

南
京
玉
す
だ
れ
な
ど

特
技
も
披
露
さ
れ
、
楽

く
有
意
義
な
健
康
教

で
し
た
。 

町
内
会
主
催
の
敬
老

は
９
月
１
５
日
（
水
）

敬
老
者
（
７
０
才
か
ら

９
才
）
４
０
名
が
参
加

て
開
催
し
ま
し
た
。
前

同
様
、
は
と
ぽ
っ
ぽ
ク

ブ
の
可
愛
い
歌
と
遊

、
６
年
生
の
男
女
に
よ

元
気
良
い
踊
り
（
こ
の

り
は
学
区
民
体
育
大

で
披
露
し
、
見
事
応
援

部
で
優
勝
）
が
披
露
さ

ま
し
た
。 

ま
た
、
吉
本
興
業
の
若

漫
才
も
出
演
し
、
一
人

東
花
尻
出
身
と
い
う

と
で
花
尻
周
辺
の
こ

も
取
り
入
れ
る
な
ど

、
大
変
喜
ば
れ
ま
し

。 さ
ら
に
、
婦
人
部
の
皆

に
よ
る
大
正
琴
、
総
踊

が
披
露
さ
れ
、
敬
老
会

大
い
に
盛
り
上
が
り

し
た
。 

夜づいは感

 

少さま

 

時園所婦皆式れでたで
 

【

 

で入的新しれ報じ

 

会
場
準
備
か
ら
当
日
の

運
営
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
た
婦
人
部
、
愛
育
委
員

会
、
親
和
会
、
育
成
会
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た

ま
す
。 

し

  

【
防
犯
。
防
火
。
防
災
・

交
通
安
全
運
動
の
取
り
組

】 

み

 
 

平
成
１
４
年
度
の
事
業

と
し
て
は
、
末
夜
警
、
町
内

新
聞
、
吉
備
交
番
と
連
携
し

て
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し

。 

た

 

年
末
夜
警
は
１
２
月
２

８
日
よ
り
３
０
日
ま
で
の

３
日
間
、
延
べ
８
０
人
の
自

衛
消
防
団
、
婦
人
部
、
町
内

会
役
員
の
皆
様
が
参
加
し

行
わ
れ
ま
し
た
。 

て

 

午
後
８
時
に
集
合
し
、
午

前
０
時
ま
で
の
４
時
間
行

い
、
そ
の
間
に
２
回
町
内
を

巡
視
し
、
町
民
に
防
火
と
防

を
訴
え
ま
し
た
。 

犯

 

ま
た
、
待
機
中
は
婦
人
部

の
方
に
作
っ
て
い
た
だ
い

た
夜
食
を
食
べ
な
が
ら
お

互
い
の
親
睦
と
・
交
流
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

夜
警
に
昨
年
に
引
き
続

、
逢
沢
衆
議
院
議
員
も
お

し
い
中
、
激
励
に
駆
け
つ

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と

し
く
話
を
し
て
お
ら
れ

し
た
。 

ま
た
、
こ
の
度

夜
食
を
作
っ
て
い
た
だ

た
り
、
買
い
出
し
、 
ラ周ま内呼内広た

警
の
準
備
か
ら
後
片

け
ま
で
し
て
い
た
だ

た
婦
人
部
の
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
り

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

１
２
月
２
８
日
に
は

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
皆

ん
の
夜
回
り
も
行
い

し
た
。 

子
ど
も
達
は
午
後
６

３
０
分
き
き
ょ
う
公

に
集
合
し
、
庭
瀬
出
張

の
方
や
花
尻
消
防
団
、

人
部
、
町
内
会
役
員
の

様
も
参
加
さ
れ
、
出
発

を
行
い
、
２
班
に
分
か

、
消
防
団
の
方
の
案
内

夜
回
り
を
行
い
ま
し

。
寒
い
中
、
ご
苦
労
様

し
た
。 

広
報
活
動
】 

町
内
会
と
し
て
現
在
ま

広
報
活
動
に
は
力
を

れ
て
き
ま
し
た
。
具
体

に
は
月
１
回
の
町
内

聞
を
発
行
し
て
き
ま

た
。 

ま
た
、
そ
れ
ぞ

の
事
業
や
行
事
の
広

の
た
め
に
必
要
に
応

、
案
内
・
お
知
ら
せ
チ

シ
を
作
成
し
、
町
民
に

知
・
徹
底
を
図
っ
て
き

し
た
。
合
わ
せ
て
、
町

一
斉
清
掃
へ
の
参
加

び
か
け
や
事
業
の
案

等
宣
伝
カ
ー
に
よ
る

報
も
行
っ
て
来
ま
し

。

天の義ご

 

１６碁催７が成勝恭妹のはた様ぎの味た

 

よでで

 

２り念

 

【

 

際は

【
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
・
文
化
活

】 

動

 

町
内
主
催
の
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
・
文
化
活
動
と
し
て

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
』『
囲
碁
・
将
棋
大

会
』『
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
』
等
を
行
っ
て
き

し
た
。 

ま

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
５
月
１
９
日

（
日
）
、
老
若
男
女
約
９

０
人
が
参
加
し
て
き
き

ょ
う
公
園
で
開
催
し
ま

た
。 

し

 

参
加
者
の
中
に
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
初

め
て
の
子
ど
も
も
お

り
、
始
め
は
親
和
会
の

方
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
の
プ
レ
ー
で
し
た

が
、
す
ぐ
に
上
手
に
な

り
ま
し
た
。
好
プ
レ
ー

や
珍
プ
レ
ー
に
は
拍
手

や
歓
声
、
笑
い
が
お
こ

て
い
ま
し
た
。 

っ

 

こ
の
大
会
を
通
し
て

準
備
、
運
営
、
後
片
づ

け
ま
で
親
和
会
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
得
点
の
集

計
で
は
育
成
会
の
皆
様

に
お
世
話
に
な
り
ま
し

。 

た
町
内
の
レ
ク
リ
ェ
ー

ョ
ン
と
し
て
は
、
１

月
」
２
０
日
４
３
人

参
加
し
て
、
山
陰
の

イ
フ
ァ
ニ
ー
庭
園
と

根
原
発
見
学
に
行
き

し
た
。
当
日
は
あ
い

く
の 
ま付６でだし
のき忙け親まもい
 

シ０がテ島まに
気
で
し
た
が
、
バ
ス

中
で
、
現
地
で
有
意

で
楽
し
い
一
時
を
過

し
ま
し
た
。 

文
化
活
動
と
し
て
は

月
１
３
日
（
日
）
、
１

人
が
参
加
し
て
『
囲

・
将
棋
大
会
』
を
開

し
ま
し
た
。
子
ど
も

人
も
参
加
し
、
熱
戦

展
開
し
ま
し
た
。

績
は
囲
碁
の
部
の
優

が
小
６
年
生
の
池
上

輔
君
、
将
棋
の
部
は

尾
亨
さ
ん
、
子
ど
も

部
（
将
棋
）
の
優
勝

江
本
君
で
し
た
。
ま

、
当
日
婦
人
部
の
皆

が
ぜ
ん
ざ
い
や
お
に

り
を
準
備
し
、
対
局

合
間
や
休
憩
中
に
美

し
く
い
た
だ
き
ま
し

。 学
区
民
体
育
大
会
は

く
頑
張
り
競
技
の
部

準
優
勝
、
応
援
の
部

優
勝
し
ま
し
た
。 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
は

１
人
の
応
募
が
あ

、
１
０
人
の
方
に
記

品
を
贈
り
ま
し
た
。 

お
宮
拝
殿
の
建
設
】

お
宮
拝
殿
の
建
設
に

し
ま
し
て
は
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
り

し
た
。 

な
お
、
寄

金
は
３
９
４
件
、
１

６
万
３
，
５
０
０
円

し
た
。
ご
寄
付
い
た

い
た
方
に
は
感
謝
申

上
げ
ま
す
。 

平員

 

理２

 

対し

 
 はさ新皆

 

に様間のい

 

ン面ての４時事開方願

 
  

７行員くおてを

成
１
３
・
１
４
年
度
の
役

の
方
ご
苦
労
様
で
し
た 

平
成
１
３
・
１
４
年
度
の

事
・
土
木
委
員
の
皆
様
、

年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
内
会
に

し
て
の
ご
協
力
を
よ
ろ

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
配
布
物
に
つ
い
て

４
月
は
今
ま
で
の
役
員

ん
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
く
役
員
に
な
ら
れ
た

様
ご
苦
労
様
で
す 

新
し
く
理
事
・
土
木
委
員

な
ら
れ
た
皆
様
、
ご
苦
労

で
す
。
こ
れ
か
ら
２
年

、
町
内
会
活
動
に
対
し
て

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

致
し
ま
す
。 

な
お
、
春
祭
り
や
グ
ラ
ウ

ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
当

す
る
取
り
組
み
に
つ
い

の
打
ち
合
わ
せ
や
役
員

任
務
分
担
を
す
る
た
め
、

月
２
７
日
（
日
）
午
後
６

よ
り
町
内
会
役
員
会
（
理

・
）
土
木
委
員
参
加
）
を

催
致
し
ま
す
。
新
役
員
の

の
ご
参
加
を
宜
し
く
お

い
し
ま
す
。 

合
同
役
員
会
の
開
催 

ま
た
、
４
月
２
７
日
午
後

時
よ
り
合
同
役
員
会
を

い
ま
す
の
で
各
団
体
役

の
方
の
ご
参
加
を
宜
し

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

、
当
日
新
役
員
が
決
ま
っ

い
る
団
体
は
役
員
名
簿

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 
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しょく 

 

去
る
３
月
９
日(

日)

午
後
５
時
よ
り
花
尻
集

会
所
に
お
い
て
花
尻
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
入
退

団
式
が
４
年
生
か
ら
６

年
生
、
４
０
人
が
出
席
し

行
わ
れ
ま
し
た
。 

て

 

こ
の
入
退
団
式
に
は

消
防
局
の
庭
瀬
出
張
所
、

花

今
月
号
よ
り
広
告
を
載
せ

る
こ
と
と
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
町
内
会
長
ま
で

申
し
込
み
下
さ
い
。
こ
の

枠
で
千
円
で
す
。 

 

公
園
内
の
集
会
所
や

ト
イ
レ
、
倉
庫
な
ど
の
施

設
に
対
し
て
イ
タ
ズ
ラ

を
し
て
い
る
者
を
見
か

け
た
場
合
は
町
内
会
長

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

（

 

ま
た
、
ゴ
ミ
箱
は
一
切

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。
必

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

。 ２
５
４
ー
５
９
７
８
）

ま
た
、
き
き
ょ
う
・
あ

ね
公
園
の
時
計
が
故

し
て
い
ま
す
。
早
急
な

理
を
市
に
要
望
を
し

い
ま
す
。 

公
園
で
要
望
が
あ
れ

町
内
会
長
迄
ご
連
絡

さ
い
。 

水 洗 化 と な

子ども達４０人、消防署、消防団、各役員等１５人が参加して開催された入退団式

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
今

年
度
は
あ
か
ね
公
園
の

ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ

し
た
。 

ま

 

こ
れ
は
町
民
や
公
園

を
使
用
す
る
方 

か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、

下
水
道
整
備
に
伴
い
、
水

洗
化
の
整
備
を
を
行
っ

て
頂
い
た
も
の
で
あ
り

す
。  

清
掃
は
育
成
会

方
に
お
願
い
し
て
い

す
が
、
清
掃
す
る
人
の

と
を
考
え
て
清
潔
に

用
し
て
下
さ
い
。 

ま
た
、
近
年
、
「
落
書

」
や
「
物
を
壊
す
」
等

イ
タ
ズ
ラ
が
目
立
っ

い
ま
す
。 

３
月
に
引
き
続
き
４
月
に
県

議
選
（
４
月
４
日 

告
示
、
４

月
１
３
日 

投
票
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま

ょ
う
。 

尚
、
前
回
選
挙
の
陵
南
学

の
投
票
率
は
約
５
０
％
で

人
に
１
人
し
か
投
票
に
行

て
い
ま
せ
ん
。
当
日
都
合
の

い
方
は
不
在
者
投
票
は
簡

に
出
来
ま
す
。
告
示
の
日

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
行

て
い
ま
す
。 

４
月
１
３
日
（
日
）
は

県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す
。
必
ず
投

票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。  

 あかね町・ききょう町の公園やトイレは育成会や親和会の方の

できれいに保たれています。清潔できれいに使用しましょう。ま

最近、落書きなどのイタズラ、ごみのポイ捨てが増えています

のような者を見かけた場合、警察（吉備交番）か町内会長、副

までご一報下さい。 
育も

 

始消予後の

尻
消
防
団
、
町
内
会
、

成
会
の
方
々
１
５
人

参
加
し
ま
し
た
。 

楠
木
会
長
の
司
会
で

ま
り
、
庭
瀬
出
張
所
、

防
団
の
方
よ
り
火
災

防
に
つ
い
て
の
話
の

、
６
年
生
よ
り
退
団

言
葉
、
そ
し
て
、 

４行

っ た あ

岡山

   

清掃

た、

。そ

会長
 

長閉

 

り入く

 
 菓
年
生
よ
り
入
団
の
誓
い
が

わ
れ
ま
し
た
。 

閉
会
の
挨
拶
は
育
成
会
会

よ
り
あ
り
、
約
３
０
分
で

会
し
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
年
末
の
夜
回

、
夏
の
消
防
学
校
へ
体
験

校
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

最
後
に
参
加
や
全
員
に
お

子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。 
ずい

 

か障て修

  ば下
まのま使こ

  きのて
か ね 公 園 の ト イ レ  
し

 

区２っ悪単かっ
市花尻みどり町 5-110 
℡255-7232   山口徹子 


